
禁止（してはいけないこと）を示します。

強制（必ず守ること）や指示を示します。

安全上の警告・注意
使用する前に、「安全上の警告・注意」を、よく読んで、正しくお使いください。
　※ここに示した注意事項は、本製品を安全かつ適正に使用して、使用者等への危害や損害を
　　未然に防止するためのものです。
　※危害や損害の大きさと切迫の程度を明確にするため、誤った取り扱いをすると生じることが
　　想定される内容を「警告」「注意」の二つに区分して示しています。

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重症を負うことが想定される内
容を示します。

誤った取り扱いをすると、人がケガを負うことや、物的損害の発生が想定
される内容を示します。

図記号の例

　警告

　注意

マツヨシ救急カート　ベーシック3点セット

MY-EC01

取扱説明書
この度は、弊社製品をお買い求めいただき、ありがとうございます。
取扱説明書には、お客様が安全にご使用して頂くために必要な注意事項や、正しい使い方が記載されて
おります。ご使用前には、必ずお読みください。
なお、内容の確認がいつでもできるよう、取扱説明書は大切に保管してください。

いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。
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警告

１．ご使用上の警告・注意

１．本製品を移動する時以外は、キャスターをロックしてください。
　　不意に動き、人などにぶつかってけがをしたり、
　　破損する恐れがあります。
２．本製品を移動する際は、天板上のものが落下しないように
　　注意してください。落下したもので思わぬけがをしたり、
　　落下したものが破損・変形する恐れがあります。
３．本製品を移動する際は、まわりの人の身体や手足、障害物が無いかを
　　十分注意してください。転倒してけがをしたり、
　　破損・変形する恐れがあります。
４．本製品を移動する際は必ずてすりを持ってください。
　　てすり以外のところ( 専用ガードル架、補助天板など) を
　　持って移動すると転倒してけがをしたり、
　　破損・変形する恐れがあります。
５．傾斜や段差のある場所では十分注意してください。
　　転倒してけがをしたり、破損・変形する恐れがあります。
６．専用ガードル架を使用する前に、ノブネジの締め付け確認を
　　してください。締め付けが不十分な場合、
　　フックが不意にさがってけがをする恐れがあります。
７．指定以外の部品を使用すると、
　　意図せぬすき間の発生や製品同士の接触、
　　安定性の低下などによりけがをしたり、
　　破損・変形する恐れがあります。

1.本製品は、救急時に使用する器具や薬品等を収納・運搬することを

目的としております。歩行器や手すりの代わりにするなど、目的以外の用

途には使用しないでください。転倒など、思わぬ事故に繋がる恐れがあり

ます。

2.改造や分解は絶対に行わないでください。ユーザー様ご自身での修理はお

控えください。思わぬ事故や製品の破損・変形の原因となる恐れがありま

す。

3.同梱されている部品および付属品以外の取り付けは行わないでください。

意図しない隙間の発生や安定性の低下などにより、思わぬ事故や製品の破

損・変形の原因となる恐れがあります。

4.本製品に乗ったり、手をついたり、寄りかかったりしないでください。転

倒してケガをする恐れがあります。

5.滑りやすい材質の床では、本製品を使用しないでください。不意に動き、

人にぶつかってケガをしたり、製品が破損する恐れがあります。

6.天板上やカート内に耐荷重を超える量の物品を積載しないでください。天

板や引き出し、補助天板はそれぞれ耐荷重が異なります。いずれも耐荷重

を超えないようご注意ください。転倒や製品の破損・変形の原因となる恐

れがあります。

7.一方に荷重が偏るような積載の仕方は行わないでください。荷重が偏りす

ぎるとバランスを崩して転倒する恐れがあります。

1.使用前には必ず各部にがたつきや緩みなどがないかを点検してください。

2.本製品のご使用中にがたつきや異常な揺れなどが発生した場合は直ちに使

用を中止し、販売店にご相談ください。

3.キャスターは消耗品のため、劣化、破損などの不具合が生じた場合は直ち

に使用を中止し、キャスターを交換してください。思わぬ事故に繋がる恐

れがあります。

4.本製品に液体(血液・薬液・水など) が付着した際は放置せず、すぐに拭き

取って清潔にしてください。感染や、製品の変質・変色に繋がる恐れがあ

ります。

5.本製品を移動させる時以外は、必ずキャスターをロックしてください。不

意に動き、人にぶつかってケガをしたり、製品が破損する恐れがあります。

6.本製品を移動させる際は、周りに人がいないか、障害物が無いかを十分確

認してください。ぶつかってケガを負わせたり、製品や周囲のものが破損

する恐れがあります。

7.本製品を移動させる際は必ず手すりを持ってください。手すり以外の部分

(IVポールやサブテーブルなど) を持って移動させると転倒してケガをした

り、製品や積載物が破損・変形する恐れがあります。

8.傾斜や段差のある場所を通過する際には十分注意し、速度を落として通過

してください。転倒してケガをしたり、製品や積載物が破損・変形する恐

れがあります。



注意

1.本製品は、室内使用を前提に作られています。屋外や水に濡れる環境では

使用しないでください。製品の劣化や破損に繋がる恐れがあります。

2.製品を倒したり、落下させるなど、強い衝撃を与えないでください。製品

や積載物が破損する恐れがあります。

3.引出・サブテーブルを引き出した状態で本製品を移動させないでください。

ぶつかってケガをしたり、製品や周囲のものが破損する恐れがあります。

4.手すりを持って本製品を持ちあげないでください。製品が破損・変形する

恐れがあります。

5.手すりにものを掛けたり載せたりしないでください。載せたものが落下し

てケガをしたり、製品が破損・変形する恐れがあります。

6.IVポールのフックにものを掛けた状態での移動や高さ調節はしないでくだ

さい。フックが不意に下がったり、掛けたものが落下してケガや破損に繋

がる恐れがあります。

7.濡れた物品はそのままカートに入れず、しっかりと乾燥させてから収納し

てください。カビの発生など、製品の劣化に繋がる恐れがあります。

8.火気に近づけないでください。また、揮発性の物質など、本体や内容物と

化学反応を起こす恐れのある薬品などの近くに設置しないでください。

9.内容物の盗難防止のため、使用後は必ずシリンダー錠をかけ、鍵を差し込

んだままにしないでください。

1.重量物のため、製品の取り扱いには十分ご注意ください。

(本体重量：36.5kg)

特に開梱時や設置時、移動時には周囲の人やものに十分ご注意ください。

思わぬケガや破損に繋がる恐れがあります。

2.本製品を移動させる際は、天板上のものが落下しないように注意してくだ

さい。落下したもので思わぬケガをしたり、落下したものが破損・変形す

る恐れがあります。

3.引出やサブテーブルの出し入れは静かに行い、指などを挟まないように注

意してください。 勢いをつけて出し入れするとケガや内容物の破損に繋が

る恐れがあります。

4.サブテーブルを使用しないときは本体に収めてください。ぶつかってケガ

をしたり、製品や周囲のものが破損する恐れがあります。

5.IVポールを使用する前に、しっかりと固定されているか確認してください。

固定が不十分な場合、フックが不意にさがってケガをする恐れがあります。

6.IVポールの固定を緩める際は、ポールのステンレス部分をしっかりと握っ

てください。

7.引出を施錠する際は、すべての引出が奥まで確実に閉まっていることを確

認してから施錠してください。1段でも開いていると正しく施錠できないほ

か、鍵やロック部分の破損に繋がる恐れがあります。

8.キャスターの樹脂等によって、床材と床の表面処理材（ワックス等）が化

学反応を起こし、変色する恐れがありますので、設置場所には十分ご注意

ください。



２．各部の名称

３．梱包内容

CPRボード

（付属品）

ボンベ架

※ボンベは含まれません

IVポール

（付属品）手すり

※要取付

裏

レンチ ×１

引出５段

サブテーブル

キャスター

ストッパー無：２コ

ストッパー付：２コ

天板

表

シリンダー錠

ボルト ×４

（本体に装着済）

引出用鍵

×２

IVポールキャップ

×１

IVポール ×１

CPRボード ×１

IVポール用

ストッパー

×１

IVポール用

フック

×１

ドライバー ×１

ビス ×４

手すり ×２

救急カート本体 ×１

低・短 ×６

低・長 ×６

仕切板

中・短 ×６

中・長 ×６

高・短 ×３

高・長 ×２



(２)IVポールの取付方法

４．各部取付方法

(１)手すりの取付方法

① 本体側面に装着されている2本のボルトをレンチで外してください。

② 2ヵ所ある手すりの穴にそれぞれボルトを差し込み、レンチでしっかりと固定してください。

ボルトを差し込む際は、「手すりの穴」「手すり内にあるワッシャー」「①でボルトを外した穴」

の３ヵ所をボルトが通るようにしてください。

③ 反対側も同様に手すりを取り付けてください。

①

②

ワッシャー
②

①

ボルト

① IVポールを IVポール用フックに差し込みます。

この際、それぞれに開いている穴の位置を合わせてください。

② ビスでポールとフックを固定してください。

②①①

③ IVポール用ストッパーの上部分を回して緩め、IVポールを差し込んでください。

④ ストッパーの上部分を逆向きに回して、ポールにしっかりと固定してください。

⑤ 救急カート本体上部のIVポール差込口にストッパーの下部分をしっかりと差し込んでください。

③ ④ ⑤ ⑤

差込口

緩める 締める



(３)CPRボードの取付方法

低
(引出1・2段目用)

中
(引出３・４段目用)

高
(引出５段目用)

長
(横)

短
(縦)

６枚

６枚

６枚

６枚

２枚

３枚

(４)仕切板の取付方法

① 救急カート本体裏面にある上下２つのフックにCPRボードの持ち手を合わせ、下にスライドさせて

取り付けてください。

仕切板の高さは低・中・高の３種類、仕切板の幅は長・短の２種類があります。

それぞれ下表の枚数付属しています。

① 使用する引出に対応した高さの仕切板を用意してください。

② 長い仕切板の切れ込みを上にして、用途に合わせた間隔で横向きにセットしてください。

③ 短い仕切板の切れ込みを下にして、②でセットした仕切板の切れ込みと噛み合わせるように

縦向きにセットしてください。

※短い仕切板は引出内に入れられる向きが決まっています。

端と切れ込みの幅が狭い方を手前にしてセットしてください。

←引出手前 引出奥→ ←引出手前



(２)ストッパー付きキャスターの使用方法

(３)ボンベ架の使用方法

５．使用方法

(1)引出施錠時・解錠時の注意事項

ロック状態

ロック解除状態

引出の上部にあるシリンダー鍵で、全ての引出を施錠・解錠する事ができます。

左図のように引出が全段奥まで閉まっている事を確認してから、施錠・解錠してください。

右図のように、いずれかの引き出しが少しでも引き出された状態では正しく施錠できないほか、

鍵やロック部分の破損に繋がる恐れがあります。

① 本体裏面のボンベ架を引き出し、ボンベを置いてください。

② ボンベに合わせてベルトの⻑さを調節し、バックルを差し込んでしっかりと固定してください。



材質

付属品

本体＝ABS樹脂、スチール
IVポール＝ステンレス、ABS樹脂

CPRボード、IVポール、ボンベ架、仕切板

寸法

耐荷重

重量

本体外寸＝W850×D480×H975mm(手すり含む)
引出内寸(1・2段目)＝W430×D380×H75mm

引出内寸(3・4段目)＝W430×D380×H110mm
引出内寸(5段目)＝W430×D380×H190mm

天板＝W500×D410mm
サブテーブル＝W325×D380mm

天板：30kg、引出：12kg(全段合計)、サブテーブル：5kg

36.5kg

７．仕様

６．お手入れ・保管方法

●製品が汚れた場合は、⽔拭きあるいは薄めた中性洗剤を含ませた柔らかい布で表⾯を拭きとってください。中

性洗剤を使⽤した場合は⽔拭きして洗剤が表⾯に残らないよう、乾拭きをしてしっかり拭き取ってください。

●天板(ABS製)も含め、７５％アルコールでの除菌は可能です。

●漂⽩剤やクレンザー、薬液等は製品の劣化に繋がるため、使⽤しないでください。

●製品に傷がつくため、ブラシでこすらないでください。

製品名

品番

マツヨシ救急カート  ベーシック3点セット

MY-EC01


